
本大会に御参加いただく皆様には、次の２点を心がけていただきますようお願いいた 
します。 
① 県外の方々を「おもてなしの心」で温かく迎えましょう。 

近くの方が困っている様子があれば、笑顔で声をかけていただけると有り難いです。また、ご

存じの観光名所や特産物などの話で、交流するのもいいですね。 
② 皆様にとって有意義な大会にしましょう。 

何か１つでも多く、今後の活動のヒントになるものを持ち帰りたいものです。各地域の課題解
決に向け、積極的に情報交換をして大会を盛り上げましょう。 
今回の大会テーマは、「人と人とをつむぐ社会教育の創造～地域住民主体によるネットワークづ

くり～」です。「地域住民が主体となってネットワークをつくるためには、どうすればいいのか。
大切なことは何か。」などの疑問に対し、自分なりの考えをもって参加されるといいのではないで
しょうか。 

本大会の参加予定者数は、目標としていた８００名を超えました。 

皆様の御協力を得ながら、円滑な運営を目指していきたいと考えております。 

特に分科会の運営では、「分科会運営委員」として、各地区及び県の社会教育委員の方に、受付、

会場案内等でお世話になります。 

また、「市町村運営協力員」として、市町村教育委員会の方に、駐車場案内を中心に対応してい

ただきます。 

当日は、早めに集まっていただき、準備や作業がありますが、力を合わせて取り組みたいと思っ

ておりますので、どうぞ、よろしくお願いいたします。 

御多用の中、御理解と御協力をいただきありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋晴れの候 皆様におかれましては、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。 

さて、今年７月に、県社会教育委員の改選があり、私事ではありますが、今期の議長（それに伴

って本会の会長も）を継続して務めることになりました。今後も皆様とともに、本県の社会教育の

充実や生涯学習の振興を目指して取り組んでまいりたいと思っておりますので、どうぞ、よろしく

お願いいたします。 

いよいよ、第４７回九州ブロック社会教育研究大会宮崎大会が目前に迫ってまいりました。当日

は、全員が、地域の社会教育に関する課題意識と「おもてなし」の心をもって参加していただけた

らと願っております。また、多くの方々に運営面で御協力いただきますことに心から感謝申し上げ

ます。本大会が盛会となりますことを願うとともに、今後の皆様の御活躍を祈念いまして会報２２

号を発行いたします。今後ともよろしくお願いいたします。 

１ 当日、全員が心がけたいことは・・・ 

第４分科会 指導助言者 
宮崎県教育庁生涯学習課 
課長補佐 竹内一久 氏 

第１分科会  事例発表者 
宮崎県社会教育委員 
藤﨑路子 氏 

 

宮崎県社会教育委員連絡協議会 
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第４分科会 事例発表者 
宮崎県社会教育委員 
白水真由美 氏 

宮崎県社会教育委員連絡協議会 会長 森山 喜代香 
ごあいさつ 

２ 「分科会運営委員」「市町村運営協力員」の皆様の御協力に
感謝！ 

第４７回九州ブロック社会教育研究大会宮崎大会について 

ぼくも応援に行くからね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

上條 秀元氏は、本県の社会教育委員（議長）及び宮崎県社会教育 

委員連絡協議会会長を歴任され、現在は、一般社団法人全国社会教育 

委員連合機関誌『社教情報』編集委員として活躍されています。 

８月１日、県立図書館で開催されました、宮崎県社会教育委員連絡 

協議会総会後の研修会で「地域のよさを生かした社会教育」と題して 

講演をしていただきました。 

話を聞く中で、宮崎のよさである自然や文化、人情などに改めて気 

づくことができました。また、住みよい地域づくりのために社会教育の果たす役割は大きいこ

と、そして、社会教育委員制度の意義についての話があり、社会教育委員の在り方について理

解を深める講演となりました。 

今年度の研修会は、前 全国社会教育委員連合 副会長 
 上條 秀元 氏の講演を行いました！ 

昨年度から推進をお願いしております社教情報の全員購読ですが、皆様の御理解をいただき、

購読数が増えており、感謝申し上げます。 

○ 平成２７年度：７３号：１０３冊  ７４号：１０５冊 

○ 平成２８年度：７５号：１５４冊  ７６号：１６８冊 

○ 平成２９年度：７７号：１８７冊 

県内に約２２０名の社会教育委員が配置されております。 

社会教育委員として、必要な情報を収集し、学ぶためにも、ぜひ、購読していただけたらと思

っております。１冊２８８円で、年２回の発行です。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

また、一般社団法人全国社会教育委員連合への寄附金についても、昨年度から継続して依頼が

きております。８月１日の総会において、関係書類を配布しましたので、昨年度、納入されてい

ない方は、御賛同いただけると有り難いです。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

上條 秀元 氏 

第６０回全国社会教育研究大会「北海道大会」の参加報告 
９月１１日（月）～１３日（水）に札幌市で開催されました。約 1,100名の参加がありました。 

全体会のパネルディスカッションは、分科会で設定されたテーマについて、パネリストが少し

ずつコメントしていくという内容でした。 

分科会では、第４分科会「青少年教育の在り方と社会教育委員のかかわり」に参加しました。   

事例発表はなく、５、６人のグループで、分科会のテーマに関する実践や課題、社会教育委員と

して大事なことについて、付箋紙を使いながら話し合いました。 

本大会の中で、特に印象に残ったのが記念講演です。  

 ・ 演題 「思うは招く」～夢があればなんでもできる～ 

 ・ 講師 植松電気社長 植松 努 氏 

 講師自身の人生経験や考えをもとに、「夢」「人とのつながり」「今後、求められる力」等につ 

いて話をされました。「人間は１回しか生きない。だから失敗する。失敗したらそうならないた 

めに考えればいい。失敗を避けると何もできなくなる」などの話があり、前向きな気持ちになる 

すばらしい講演でした。 

 
【お礼とお願い】「社教情報」の全員購読の推進 及び 
一般社団法人全国社会教育委員連合への寄附金について 

発行責任者 宮崎県社会教育委員連絡協議会事務局（担当：日髙） 

TEL:0985-26-7245 FAX:0985-26-7342  E-mail:hidaka-masashi@pref.miyazaki.lg.jp 

講演の様子 


